
る

と
、

A

棟
（

患

者

数
二

0

0

人

近

く
）

は

春

日

医

師
が

、

B

棟
（

患

者

数
一

八

0

人

大
な

虚

偽
記

載
で

あ
る

と

考
え

ざ

る

を

得
な
い

の

で
、

現
状
を

正

確
に

把
握
す
る
た

め 重

え
る

常

勤
医
は
一

名
の

み
で

あ
る

（

資
料
1

現

実
に

は
、

実

質
的
な

常

勤
医

師
は
三

名
で

あ

り
（

う
ち
二

名
は

医

療 で

ヽ

医

師
及
び

看
護
ス

タ
ッ

フ
の

勤

務
体

制
に
つ

い

て

を

実

施

さ
れ
る
こ

と

を

要
望
い

た
し

ま

す
。

こ
‘

�
,.
 

も 指

導
監

査

室
）

が

労

働

省
と

合

同
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
・

チ
ー

ム

を

糾
織
さ
れ

、

左

記

事
項
に
つ

き
、

あ

る

と
こ

ろ
、

医

療
法

人
北

錦

会
全

体

及
び

大

和

川
病

院
に

対
し

立

入
検
査

我
々

の

調
査
で

は
、

大

和

川
病

院
は
五
0

0

床

弱
で

基

準
看
護
「
そ
の

他
一

種
L

法

人

北

錦

会

系

列
病

院
と
か

け

も
ち
で

週
三

日

勤

務
）

常

勤
医
が

五

名
い

る
か
の

よ

う
に

記

載
し

て

行

政
に

提

出
さ
れ
て
い

る

名

簿
は
、

立

ち

入
り

検
査
が

必

要
で

あ
る
。

大

阪

府
と

と

、

右―――

名
の

う
ち

週

四

日

を

越

ビ

デ

オ

テ

ー
プ
、

追
っ

て

提

出

T⑲

当
セ

ン

タ
ー

が

面
談
し

た

職

員
や

患

者
の

供
述
に

よ

従
っ

て
、

厘

生

省

（

健

康
政

策

局
指

導
課

、

病

院

（

以

下
、

や

医

療

法

違
反

等
の

重

大
な

人

権

侵

害
の

事
実
が

認
め

ら
れ

、

事
態
の

改

善
に

む

け
た

大

・

職

員
等
か

ら
の

投

書
·

竜

話
等
か

ら

判
断
し

ま

す
と
、

大

和

川
病

院
の

医

療
の

実
態

は

指

導
を

く
り
返
し

て

も

効
果
が

あ
が
っ

て
い

な
い

も
の

と

言
わ

ざ

る

を

得
ま
せ

ん
。

保
健

医

療

局

精

神

保
健

課
、

保

険

局
医

療

阪

府
の

取

組
・

指

導
が

約

束

さ
れ
た

と
こ

ろ
で

あ

り
ま

す
が

、

そ
の

後
も

引
き

続

く

患

者

「

大

和

川
病

院
し

と
い
い

ま

す
）

の

運

営
に

お
い

て
、

精

神

保
健

法

違

反

冠

省

こ

れ

ま
で
に

も

明
ら
か
に

し

て

き
ま
し

た
よ

う
に
、

医

療
法

人

北

錦

会

大

和

川

コ
-l--

n
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五
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事
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大

阪

精

神

医

療

人

権

セ

ン

タ

ー

大

阪

市
北

区

西
天

満
五
ー

九
ー

五

谷

山
ビ

ル

八

階

厚

生

省

御

中
一

九

九
三

年
（

平
成
五

年
）

六

月
二

五

日

医

療

法

人

北

錦

会

に

対

す

る

立

入

検

査

要

望

書

1



患
者

（
資
料
6

（
資
料
7

退
院

（
資
料
4

退
院

そ
の
指
示
で
画
一

的

察
ら
し
い
診
察
は
一

切
な
さ
れ
て
い
な
い
。

投
薬
は
患
者
を
診
察
も
問
診
も
し
て
い
な

入
院
患
者
に
対
す
る
診
察
は
、

月
一
回
程
度
医
師
が
見
廻
り
に
来
る
＜
ら
い
で
、

診

二
ヽ

病
院
内
で
の
診
療
に
つ
い
て

反
訳
書、

N

H

K

職
員
同
席、

追
っ
て
提
出）

（
資
料
4

退
院
患
者

（
資
料
5

明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
（
資
料
3

退
院
患
者

J

れ
ら
は
、

精
神
保
健
法
、

医
療
法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
大
で
あ
る
。

事
実
を
隠
蔽
し
よ
う
と
し
て
い
る
C

む
為
に
の
み
、

週
四
時
間
だ
け
大
和
川
病
院
に
在
院
し
、

指
定
医
の
診
察
は
な
か
っ
た

医
師
が
、

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

指
定
医
制
度
は
形
骸
化
し
て
い
る
。

一

方、

医
療
保
護
入
院
に
も
か
か
わ
ら
ず、

指
定
医
の
診
察
は
な
か
っ
た
と
の
訴
え

省
保
健
医
療
局
長
通
知
か
ら
明
ら
か
に
逸
脱
し
て
い
る
。

か
に
な
っ
て
い
る
。

）
れ
は
、

精
神
保
健
法
の
精
神
に
基
づ
き
、

「
任
意
入
院
患
者
は

律
に
保
護
室
に
入
れ
ら
れ
、

後
日
医
療
保
護
入
院
の
手
続
き
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら

二
、

入
院
措
置
に
つ
い
て

棟
別
・
昼
夜
別
・
動
務
時
間）

に
つ
い
て
、

早
急
に
再
調
査
さ
れ
た
い
。

る
届
け
出
義
務
連
反
で
あ
る
。

従
っ
て
、

J

れ
は
、

明
ら
か
な
医
療
法
違
反
で
あ
り、

基
準
看
護
違
反、

（
資
料
2

看
護
動
務
表
）
。

入
院
患
者
は
、

指
定
医
が
い
な
い
場
合
に
は
、

開
放
病
棟
で
の
処
遇
や
閉
鎖
病
棟
に
お
い
て
も
で
き
る
だ
け
開
放
的
躁
境
で
処
遇
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
」

と
明
記
し
た
昭
和
六
三
年
四
月
六
日
付
健
医
発
第
四――――――
号
厚
生

即
ち
、

事
務
職
員
・
看
護
婦
に
よ
れ
ば
、

直
接
患
者
を
診
察
し
て
い
な
い
野
村
四
郎

あ
た
か
も
自
ら
診
察
し
た
か
の
よ
う
に
カ
ル
テ
に
自
ら
の
サ
イ
ン
を
書
き
込

ま
た
、

入
院
す
る
に
際
し
診
察
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
ず
、

患
者
へ
の
告
知
内
容
に
つ

い
て
も
厚
生
省
通
知
が
守
ら
れ
て
い
な
い
ほ
か
、

い
病
院
の
安
田
オ

ー！ナ
ーー
が
月
に
三
日
位
大
和
JI
病
院
に
来
て
、

に
処
方
さ
れ
て
出
さ
れ
る
。

特
に
黄
色
い
粉
薬
は
、

体
が
ふ
ら
ふ
ら
に
な
り
、

下
に
よ
る
死
亡
の
お
そ
れ
が
あ
っ
て
患
者
に
と
っ
て
は
恐
怖
で
あ
る

氏
の
手
紙
）

医
師
及
び
看
護
ス
タ
ッ
フ
の
勤
務
体
制
（
病

氏
の
手
紙）

と
り
あ
え
ず
任
意
入
院
と
さ
れ
、

患
者
・
保
護
者
に
き
ち
ん
と
し
た
説

氏
及
び
同
家
族
の
陳
述
書
）

事
務
熾
員
の
テ
ー
プ
の

看
護
婦
よ
り
の
手
紙
）

血
圧
低

ま
た
入
院
患
者
六
0
人
で
日
勤
の
看
護
ス
タ
ッ
フ
が
一
、

近
く
）

は
西
窪
医
師
が
主
治
医
と
な
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

労
働
基
準
局
に
対
す

二
名
の
日
が
で
て
い
る
。

2



ま
た
、

当
人
権
セ
ン
タ
ー＇
を
通
し
た
面
会
希
望
に
対
し
て
は

法
の
規
定
を
逆
手
に

れ
書
」
。

一

九
九
三
年
六
月
五
B
面
会
時
）

（
資
料
"i

力
を
か
け
る
な
ど
し
て
面
会
を
妨
害
し
て
い
る
（
資
料
10

保
護
入
院
を
打
ち
切
っ
て
強
制
的
に
退
院
さ
せ
た
り
、

弁
護
士
を
依
頼
し
な
い
よ
う
庄
医
療

川
病
院
が
違
法
に
面
会
拒
絶
に
出
た
J

と
は
既
に
送
付
し
た
文
書
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、

「
患
者
ま

四
、

通
信
・

面
会
の
制
限
に
つ
い
て

医
師
法
第

・
ニ
五
条
に
抵
舷
す
る
恐
れ
が
大
で
あ
る
。

J

れ
ら
事
態
は
、

医
師
法
第
一

七

一

九
・
ニ
0
．
二
三
条
に
抵
触
し
、

従
っ
て
、

も
証
言
さ
れ
て
い
る
（
資
料
，

氏
よ
り
の
聴
取
書
）

し
て
メ
モ
を
看
護
婦
に
渡
し
、

二
重
の
カ
ル
テ
状
態
を
実
務
的
に
こ
な
し
て
い
た
、

医
師
な
ど
は

元
病
院
事
務
駿
員

ー
ナ
ー

が
指
示
し
、

「
出
し
す
ぎ
や
。

あ
ん
な
に
薬
出
し
た
ら
あ
か
ん
」

と
現
場
で
の
判
断
を

元
病
院
事
務
職
員

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
に
、

大
和
JIl
病
院
で
は
患
者
一

人
一

人
の
症
状
に
あ

わ
せ
た
医
療
の
名
に
値
す
る
診
療
か
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

精
神
保
健
法
及
び
そ
の
運
用
上
面
会
制
限
が
絶
対
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る

た
は
保
護
義
務
者
の
代
理
人
と
な
ろ
う
と
す
る
弁
護
士
と
の
面
会
」

に
つ
い
て
、

そ
の
後
も
当
人
権
セ
ン
タ
ー

を
通
し
て
面
会
希
望
を
出
し
た
入
院
患
者
に
対
し
、

大
和

入
院
患
者
よ
り
の
聴
取
書

一

九
九
三
年
五
月
二
七
日
付
「
申
し
入

と
っ
て
弁
護
士
以
外
と
の
面
会
を
拒
否
す
る
等
、

精
神
保
健
法
の
運
用
上
の
基
本
精
神

と
し
て
、

厚
生
省
か
ら
も
指
導
さ
れ
て
い
る
面
会
・
通
信
の
自
由
の
原
則
を
無
視
し
た

レ
セ
プ
ト
請
求
も
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
の
で
、
゜ヽ

ー
ト
の

,’
 

氏
は
、

投
薬
内
容
は
患
者
を
診
察
し
て
い
な
い
安
田
オ

内
容
）

に
は
、

薬
の
画
一

的
処
方
と
薬
潰
け
の
一

端
か
示
さ
れ
て
い
る
。

に
よ
り
よ
う
や
く
交
付
さ
れ
た
処
方
箋
（
資
料
8

す
く
、

ま
た
医
師
法
第
二
二
条
に
違
反
し
て
処
方
箋
も
交
付
さ
れ
な
い
。

あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、

こ
の
よ
う
に
臨
床
と
は
無
関
係
に
投
薬
が
処
方
さ
れ
る
為
、

医
療
法
第
六
四
条
一

項
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
大
で
あ
る
。

剤
」 こ

う
し
た
無
資
格
看
護
人
や
世
話
役
患
者
に
よ
る
医
療
行
為
ー

患
者

氏
の
陳
述
苔
）

「

睡

眠

剤
」

と

の
投
薬
行
為
等
ー
を
許
容
し
て
い
る
医
療
現
場
の
貢
任
は
、

管
理
者
・

経
営
者
に

当
然
渠
漬
け
に
な
り
や

退
院
し
た
患

者
が
入
院
費
用
の
清
算
と
あ
わ
せ
て
投
薬
内
容
の
明
細
の
交
付
を
強
く
要
求
し
た
こ
と

氏
等
の
入
院
時
の
投
薬

「

鎮

静

3



す
る
疑
い
が
濃
厚
な
医
療
の
実
態
に
鑑
み、

厚
生
省
（
健
康
政
策
局
指
導
課
、

保
健
医
療

更
に
医
療
法
に
達
反

れ
て
い
る
通
り、

管
理
者
は
明
ら
か
に
「
安
田
医
学
記
念
財
団
の
安
田
基
隆
」

で
あ
り
、

以
上
、

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、

医
療
法
人
北
錦
会
大
和
川
病
院
の
事
務
室
に
掲
示
さ

め
た
調
査
を
行
い
、

死
因
を
究
明
す
べ
き
で
あ
る
。

の
年
齢
を
公
開
し
、

特
に
若
年
者
に
つ
い
て
は
、

診
療
内
容
と
の
照
合
等
カ
ル
テ
を
含

い
る
た
め
、

そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

従
っ
て
、

死
亡
退
院
件
数
と
そ
の
患
者

四
、

同
施
行
令
第
四
の
六
等
の
違
反
が
背
景
に
存
在
す
る
と
思
料
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

大
和
川
病
院
で
は
死
亡
退
院
数
が
多
い
が
、

家
族
と
連
絡
も
な
い
者
も
少
な
か
ら
ず

形
式
だ
け
の
法
人
登
記
簿
譜
本
に
惑
わ
さ
れ
な
い
医
療
監
視
行
為
が
要
求
さ
れ
る
実
態
で

あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
大
和
川
病
院
に
お
け
る
精
神
保
健
法
を
無
視
し
、

六
、

死
亡
退
院
者
に
つ
い
て

）
れ
ら
は
、

医
療
法
の
第
ニ
一

条、

ヽ

一
、

医
療
法
施
行
規
則
第
一

九
条、

ヽ

書
）

等
医
療
機
関
と
言
え
な
い
実
態
が
あ
る
。

て
い
る
点
（
既
出
資
料
3
ー

氏
の
陳
述

て
こ
き
使
っ
て
い
る
点
・
病
院
内
で
看
護
人
も
含
め
て
患
者
に
対
す
る
暴
力
が
横
行
し

氏
の
手
紙
・
既
出
資
料
7
ー

り
も
多
い
数
）

を
患
者
に
依
存
し
、

患
者
を
安
価
ー
月
三
0
0
0
円
ー
な
労
働
力
と
し

加
え
て
、

調
理
行
為
を
含
む
昼
食
夕
食
準
備
に
従
事
す
る
人
貝
の
半
数
以
上
（
酸
員
よ

い
る
点
・

作
業
療
法
と
称
し
て
、

朝
食
の
配
膳
を
入
院
患
者
の
み
に
責
任
を
と
ら
せ
、

呼
ば
れ
、

夕
食
が
午
後
三
時
過
ぎ
に
配
膳
さ
れ
、

午
後
四
時
に
は
片
付
け
も
終
了
し
て

職
員
の
入
れ
替
わ
り
の
速
さ
と
人
員
不
足
・
高
齢
化
の
為
に
、

入
院
患
者
が
番
号
で

五
、

そ
の
他
入
院
患
者
の
処
遇
に
つ
い
て

し
な
い
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、

基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
。

如
く、

当
人
権
セ
ン
タ
ーl
宛
の
手
紙
等
は
、

検
閲
の
上、

病
院
に
取
り
上
げ
ら
れ
到
逹

ー
宛
電
話
の
あ
っ
た
「
通
信
に
関
す
る
妨
害
の
訴
え
」
の
リ
ス
ト
）

に
示
さ
れ
て
い
る

通
信
の
自
由
に
つ
い
て
も
、

別
紙
電
話
で
の
聴
取
結
果
（
資
料
12

「
通
信
面
会
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

時
間
も
一

回
一
0
分
S
一

五
分
に
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
厚
生
省
の
一

九
八
八
年
の

対
応
が
な
さ
れ
て
お
り
、

当
人
権
セ
ン
タ

に
明
ら
か
に
違
反
し
て
い
る
。

日
曜
日
や
祭
日
に
面
会
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、

面
会

4



 

＊

労

働

省

関
連
の

要
望

事
項
は
、

追
っ

て

提

出
し
ま

す
。

て
、

立

入

検
査

を

実

施
さ

れ

る
よ

う

要
望
い

た

し
ま

す
。

局

精

神

保

健
課
、

保

険

局
医

療

指

導
監

査
室
）

ー
ム

を

糾

織
さ

れ
、

大
阪

府
と

と

も
に
、

が

労
働

省
と

合

同
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
・

チ

医

療
法

第
六
三

条
に

基
づ

い

て
、

錦

会

仝

体
に

対

す

る
立

入

検
査

を

実

施
さ

れ
る
よ

う
、

以

上

の

前
提
と

し

医

療
法
人

北

又
、

精

神
保

健
法

第
三

八

条
の

六

に

基
づ

い

て
、

大

和

川

病

院
に

対
し
、

改

善
命
令
（

同
法

第
三

八

条
の

七
）
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